
児
童
の
読
書
活
動
と
そ
の
役
割
に
関
す
る
一
老
察

読
ぎ
、
「
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
大
切
な
営
み
で
あ
り
、
弓
巣
の
力
』
を
育
て
る
上
で
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
倫
鳶
白
慣
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
学
力
を
保
障
す
る
上
で
も
大
切
な
如
菊
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
久
し

こ
う
し
た
壁
国
の
必
要
性
や
馨
習
慣
定
着
の
努
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
数
々
の
地
方
自
治
体
(
教
育
委
員
合
や
実
践
研
究
者
が
中
心

0

しと
な
っ
工
鐙
調
査
々
畿
邦
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
"
客
ら
も
、
本
学
司
書
課
程
に
お
い
て
履
修
学
生
が
い
か
に
子
ど

も
の
訣
等
活
動
の
必
要
性
を
受
け
と
め
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
(
鼎
目
が
取
り
組
む
子
ど
も
に
対
す
る
羣
審
活
動
ナ
隆
)
ヘ
反
映
で
き
る
か
を
把
握
す
る

た
め
、
学
生
の
幼
少
期
経
き
っ
い
て
調
査
し
た
。
結
果
の
一
穫
「
幼
少
期
の
駐
凶
と
そ
の
効
果
1
1
9
9
0
年
代
生
ま
れ
の
女
子
大
学
生
の

場
合
1
」
『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
(
人
文
・
社
会
科
学
)
第
六
十
号
』
に
掲
載
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
調
査
は
主
に
日
本
語
日
本
文
学
科
所

属
で
司
書
課
程
履
修
の
学
生
を
被
調
査
者
と
し
て
い
る
。
結
果
的
に
、
日
本
語
日
本
文
学
科
所
属
学
生
に
限
定
し
た
調
査
を
分
析
し
た
。
し
か
し
、

本
学
司
書
課
程
は
全
学
科
に
対
し
て
鼎
さ
れ
て
お
り
、
他
学
吋
傾
向
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
分
析
す
る
必
要
業
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
希
は
、
箭
査
者
と
し
て
他
葬
の
望
を
含
め
兪
査
定
諾
し
、
そ
の
結
果
を
前
W
査
と
対
照
し
て
み
る
。
結
果
を
踏
ま
え
、

璽
国
活
動
の
役
割
に
つ
い
て
、
学
力
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
倫
書
活
勢
推
進
に
関
す
る
法
律
が
提
示
す
る
ヌ
審
活
動
」
は
、

一
.
は
じ
め
に

尊

馨士

'自' Jに
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「
子
ど
も
が
一
憂
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
上

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
と
述
ベ
て
い
る
。
こ
の
点
に
も
着
目
し
、
調
査
結
果
が
示
す
子
ど
も
の
一
響
活
動
の
器
署
鑑
み
、
一
響
活
動
に

ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
考
{
祭
を
深
め
た
い
。

二
0
 
一
一
年
度
か
ら
二
0
 
一
三
年
度
ま
で
の
三
年
に
わ
た
り
、
各
年
度
の
鼎
国
課
程
科
目
を
履
修
し
た
学
生
の
う
ち
、
筆
者
か
担
当
す
る
授
業
を

履
修
し
た
計
一
三
三
名
に
、
張
に
ょ
る
聖
を
行
っ
た
。
箭
査
名
の
内
訳
は
、
三
0
 
三
年
度
が
鼎
館
1
課
程
科
目
「
児
童
サ
ー
ビ
ス
論
」

履
修
の
四
九
名
、
二
0
 
三
年
"
県
臼
館
司
書
課
程
科
目
「
図
書
館
概
論
」
履
修
の
七
八
名
、
三
0
 
三
、
年
度
が
同
面
轡
館
概
論
」
履
修
の
八

六
名
で
、
二
0
 
一
一
年
度
お
よ
び
二
0
 
三
一
年
度
は
日
本
語
日
本
文
学
科
の
学
生
対
象
に
開
講
さ
れ
た
科
目
で
あ
っ
た
。
三
0
 
一
三
年
度
は
日
本
語

日
本
文
学
科
以
外
の
学
生
対
象
(
計
九
学
科
お
よ
品
期
大
学
部
生
、
得
大
学
部
は
日
本
語
文
化
学
科
を
含
む
)
に
開
譜
さ
れ
た
ー
で
あ
る
。

結
果
は
、
被
里
者
の
篇
学
科
に
ょ
る
違
い
を
検
証
す
る
目
的
に
努
き
、
被
調
査
者
が
日
本
曹
本
文
学
科
所
属
で
あ
る
前
稿
「
幼
少
期
の

読
書
と
そ
の
効
果
1
1
9
9
0
年
代
生
ま
れ
の
女
子
大
キ
、
の
場
合
1
」
で
提
示
し
た
二
0
 
一
一
年
度
と
二
0
 
三
一
年
度
の
結
果
は
一
括
し
て
、
前

回
界
と
し
て
提
示
す
る
。
二
0
 
一
三
年
、
翁
吾
、
被
調
査
者
が
九
学
科
全
休
の
も
の
で
あ
り
、
二
9
 
三
年
度
梨
且
と
し
て
提
示
す
る
。
(
な
お
、

二
0
 
一
三
午
倫
査
に
は
、
短
期
大
学
部
日
本
語
日
本
文
化
学
科
三
一
名
を
含
む
J

調
査
内
容
は
、
自
分
自
身
倫
霞
牡
験
を
振
り
返
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
質
問
文
は
左
記
の
質
問
項
目
に
示
す
。

ニ
.
調
査
方
法
と
前
回
習
の
結
果

^
貝
問
工
頁
月

(
一
)
あ
な
た
自
身
、
絵
本
あ
る
い
は
本
を
音
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
で
、
ど
う
い
っ
た
理
由
か
ら
か
。
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^
一
マ
あ
な
た
自
身
、
図
書
館
あ
る
い
は
図
批
畢
を
音
裁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
で
、
ど
う
い
っ
た
理
由
か
ら
か
。

9
マ
学
校
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
醍
国
 
9
山
動
)
が
教
丑
子
習
に
役
立
っ
と
す
れ
ぱ
、
ど
う
い
っ
た
科
目
で
、
ど
う
い
っ
た
理

由
力
C
)
カ

目
 
f
ご
)
,
は
、
図
雪
に
1
妾
し
て
詰
肌
轡
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
た
時
期
を
尋
ね
た
。
読
^
忌
ω
列
1
は
、
牛
:
を
羣
肌
め
な
く
て
も
、
才
雨
孤
耘
や
詰
乢
み
聞

か
せ
の
音
声
に
ょ
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
前
回
朋
査
で
も
、
自
、
嵒
む
と
い
う
よ
り
、
読
み
聞
か
せ
に
ょ
っ
て
県
欄
に
親
し
む
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
鼎
が
多
く
見
ら
れ
た
(
鼎
の
内
訳
は
、
盗
十
で
二
0
 
三
二
午
舗
査
と
対
照
す
る
な
か
五
示
す
る
)
。

次
に
質
問
項
目
(
二
)
は
、
司
書
課
程
科
目
の
な
か
而
査
を
{
益
し
嘉
染
あ
り
、
箭
査
名
が
司
書
と
し
て
そ
の
職
能
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
図
書
館
に
つ
い
て
、
い
つ
か
ら
音
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。
前
回
調
査
の
結
果
よ
り
、
質
問
項
目
(
一
＼
ノ
図
書
に

よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
^
ニ
^
図
^
、
白
館
を
意
瓢
L
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、
年
価
令
に
開
き
力
ゞ
あ
る
こ
と
を
石
寉
籾
叫
し
て
い
る
。
図
^
一
白
に
棄
見
し

む
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
醜
双
を
音
誠
的
に
利
用
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
前
回
調
査
で
は
、
学
校
生
活
に
ょ
っ
て
常
白
を
機
に
、
あ
る
い

は
集
団
生
活
の
な
か
で
流
行
や
交
友
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
図
書
館
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
年
齢
が
上
が
っ
て
か
ら
の

回
答
で
は
、
思
春
期
を
経
て
独
り
に
な
れ
る
環
境
を
求
め
て
鼎
罷
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
回
答
も
あ
る
。
県
、
白
館
は
、
資
料
を
琴
貝

場
「
で
あ
る
力
ゞ
、
 
1
青
宰
長
活
用
だ
け
で
な
く
、
精
祁
的
^
北
巡
t
も
プ
く
き
く
イ
ー
Ξ
用
し
て
図
^
凹
会
官
利
用
力
ゞ
心
ι
証
室
さ
れ
る
こ
と
を
市
寉
靭
乢
し
た
。

^
ご
司
二
は
、
一
、
1
征
臼
活
動
の
1
受
割
に
関
し
て
具
イ
オ
ヌ
的
な
意
見
を
得
る
た
め
、
孝
女
科
'
学
:
習
に
1
斐
立
っ
か
ど
う
か
を
昂
^
ね
た
。
前
回
調

査
の
結
果
は
、
概
ね
国
曹
役
立
つ
と
考
え
る
も
の
の
、
自
身
羅
竺
言
え
ぱ
註
ズ
歴
史
)
や
国
一
曹
役
立
、
つ
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
白

身
羅
験
を
記
述
し
た
回
答
か
ら
、
噌
好
に
合
っ
た
県
1
宗
し
て
訣
等
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
と
知
ら
ず
に
未
習
帯
み
導
入
を
果
た
し
て
い
た
、

と
い
う
読
書
体
築
一
工
ぴ
上
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
被
調
査
者
に
と
っ
て
詰
審
活
動
と
は
、
教
科
一
舌
の
理
係
進
の
た
め
、
豊
富

な
江
鎚
を
習
得
す
る
た
め
な
ど
、
学
習
手
法
の
一
っ
と
位
一
直
づ
け
て
何
か
の
目
的
の
手
段
と
す
る
よ
う
な
活
動
な
の
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
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三
所
属
別
の
対
照
結
果

(
1
)
本
と
の
出
会
い

質
問
項
目
全
)
は
、
絵
本
や
本
を
音
姦
す
る
よ
う
に
な
っ
た
年
齢
と
理
由
を
尋
ね
て
い
る
。
読
書
活
動
は
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
識
字
能
力
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
挿
絵
、
謡
み
聞
か
せ
の
音
声
に
ょ
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
と
は
い
ぇ
、
読
み
聞
か
せ
は
保
育
環
境
に
お
け
る
経
済
的

彰
翫
が
大
き
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
学
の
よ
う
に
私
立
大
学
に
入
学
す
る
家
庭
で
は
、
親
や
幼
稚
園
ま
た
は
保
育
園
の
先
生
と
一

経
本
や
本
を
楽
し
ん
だ
経
験
を
持
っ
学
生
は
少
な
く
な
い
。
左
図
上
奇
回
聖
(
被
調
査
者
が
日
本
語
日
本
文
学
科
所
属
)
、
下
が
二
0
 
三
一

年
度
調
査
(
被
調
査
者
が
日
本
語
日
本
文
学
科
以
外
の
所
属
)
倫
果
で
あ
る
。

図
一
図
書
烹
散
す
る
よ
う
に
な
っ
た
年
齢
(
所
属
別
)

図
一
に
お
い
て
「
就
学
前
」
と
あ
る
の
は
、
具
体
的
女
器
回
答
で
は
「
幼
稚
園
の
こ
ろ
」
や
「
小
学
校
に
入
る
前
」
、
「
幼
い
こ
ろ
」
と
い
っ
た

8

4
-
4
^
一
、

.
弓

氏、
、

5
!
」

口
口

1

22

図小学校高学年

図中学以士

佃文)

田文以外)
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も
の
で
あ
る
。
識
字
能
力
を
有
し
て
い
な
赫
期
に
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
図
書
ヘ
親
し
み
、
一
審
活
動
ヘ
勇
れ
た
経
験
を
竺
茎
た
ち
で
あ

る
。

続
い
て
「
小
学
校
低
学
年
」
と
し
た
の
は
、
具
体
的
に
は
「
小
学
一
年
生
の
と
き
」
や
「
8
歳
く
ら
い
」
で
、
「
小
学
校
中
学
年
」
も
含
め
た
。

自
分
一
人
で
文
字
を
読
み
、
一
研
す
る
能
力
を
得
て
、
個
人
で
詰
獣
を
楽
し
ん
だ
峡
叢
を
持
つ
学
生
た
ち
で
あ
る
。

「
小
学
校
高
学
年
」
は
、
小
学
校
四
年
生
以
上
と
し
た
。
「
中
学
以
上
」
は
、
中
学
生
ま
た
は
古
桜
生
の
こ
ろ
、
受
験
期
に
さ
し
か
か
っ
て
か
ら
積

極
的
な
一
詔
白
活
動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
で
あ
る
。
受
験
勉
強
の
た
め
と
思
っ
て
読
む
者
も
い
れ
ば
、
現
実
逃
避
の
た
め
に
詰
等
に
の
め
り
込
ん
だ
と

し
う
マ
手
も
し
た
0

「
小
学
校
低
学
年
」
以
降
の
回
答
理
由
で
は
、
個
人
倫
好
に
合
っ
た
特
定
の
物
語
世
界
ヘ
の
没
入
や
、
た
く
さ
ん
読
め
る
楽
し
さ
が
竺
ら
れ

て
い
た
、
~
引
用
一
を
参
照
^
。
「
自
分
で
」
毓
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
介
助
者
の
助
け
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、
好
き
な
と
き
に
好
き
な
だ
け
読
め
る
。

な
か
で
も
、
「
小
学
校
低
学
年
」
と
い
う
、
教
育
機
関
畢
を
ぎ
、
先
生
か
ら
は
県
艮
至
の
利
用
や
学
級
文
庫
の
利
用
を
進
め
ら
れ
、
朝
経
書

3

に
取
り
組
ん
で
い
た
と
思
し
き
被
調
査
者
ら
は
、
「
自
分
で
二
肌
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
詔
白
の
楽
し
み
を
強
く
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
(
朝
の
訣
等

と
は
、
授
業
開
始
前
に
毎
朝
十
分
、
季
等
す
る
時
間
を
設
け
る
活
動
で
、
一
九
八
八
年
か
ら
始
ま
り
、
平
成
二
五
年
一
一
月
一
八
日
現
在
の
全
国
の

小
・
中
・
高
で
二
七
,
七
八
七
校
、
総
{
姦
率
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
)
。

【
引
用
一
】
私
が
本
を
音
議
し
始
め
た
時
は
小
学
生
の
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
 
3
歳
く
ら
い
か
ら
、
絵
本
は
よ
く
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
の
本
ミ
乢
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
理
由
は
学
校
で
色
々
な
素
敵
な
本
に
出
会
い
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

世
界
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
す
。
幼
い
こ
ろ
読
ん
で
い
た
絵
本
と
は
ま
た
述
っ
た
面
白
さ
が
小
説
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

(
回
答
者
は
食
生
活
葬
所
属
J

全
体
的
に
は
、
前
回
調
査
も
二
0
 
三
二
年
度
梨
且
も
、
就
学
前
と
い
う
回
第
過
半
学
占
め
る
。
図
一
の
上
下
の
グ
ラ
フ
を
見
比
ベ
る
と
、
所

属
学
科
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
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(
2
)
図
書
館
に
対
す
る
意
識

質
問
項
目
(
二
)
は
、
図
書
館
あ
る
い
は
県
白
室
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
年
齢
と
理
由
を
尋
ね
て
い
る
。
図
書
館
あ
る
い
は
図
書
室
は
、
被

調
査
者
で
あ
る
図
書
館
司
書
課
程
科
目
履
修
学
生
が
目
標
と
し
て
い
る
鼎
国
に
な
っ
た
場
△
口
、
そ
の
職
能
を
発
揮
す
る
施
設
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

県
白
を
提
供
す
る
施
墜
あ
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
本
と
の
出
会
い
が
県
凹
館
と
の
出
会
い
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
図
二
に
示
す
通
り
、
本
と

の
出
会
い
が
集
中
し
た
就
学
前
と
い
う
回
答
は
少
数
派
で
あ
る
。
被
訓
査
者
の
多
く
は
、
小
学
校
入
学
後
に
県
白
館
あ
る
い
は
県
艮
至
烹
鹸
す
る

よ
う
に
な
る
。
授
業
の
四
学
習
で
、
あ
る
い
は
、
一
人
で
一
響
す
る
楽
し
み
を
知
っ
て
、
た
く
さ
ん
本
が
あ
る
図
書
館
あ
る
い
は
図
璽
弌
向
か

う
こ
と
に
な
る
(
引
用
二
を
参
心
。
そ
し
て
、
こ
の
訓
査
結
果
に
つ
い
て
も
所
属
八
萪
の
違
い
は
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

図
二
図
書
館
あ
る
い
は
鼎
国
室
烹
織
す
る
よ
う
に
な
っ
た
年
齢
(
所
属
別
)

一
,
ι
、
巨
"
'
三
魂
4

,

【
引
用
二
】
(
図
書
館
あ
る
い
は
図
書
室
空
叢
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
)
小
学
校
の
中
学
年
か
ら
。
夏
休
み
の
肇
晟
類
文
の
た
め
に
読
む

本
や
、
自
由
研
究
の
参
考
に
す
る
本
を
探
す
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。
図
書
館
に
行
け
ぱ
、
本
だ
け
じ
ゃ
な
く
D
V
D
を
見
(
ら
)

れ
た
り
、
丑
勗
ん
だ
孤
栞
や
、
マ
ン
ガ
や
、
こ
、
つ
い
う
本
も
あ
る
ん
だ
と
(
い
Y
つ
新
し
い
発
見
も
で
き
、
興
味
が
わ
い
た
か
ら
。
(
回

31
ー
ー
ー
琴
ノ
ψ

J
^
.
x
j
z
,
,

口亨尤学削

口小学校

口中学y、上

10

56

佃文)

55

田文以夕刃
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(
3
)
読
書
活
動
の
役
割

^
Ξ
^
は
、
詰
乢
地
白
活
重
力
が
孝
女
科
学
!
習
に
役
立
つ
か
ど
う
か
、
尋
L
ね
た
。
最
も
明
確
に
指
市
竒
の
あ
っ
た
孝
交
科
.
は
国
語
で
、
こ
の
質
問
項
目

に
お
い
て
も
所
属
学
科
の
違
い
は
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

前
回
調
査
で
も
二
0
 
一
三
年
度
調
査
で
も
、
教
科
と
し
て
鼎
叩
を
挙
げ
て
い
る
も
の
の
特
定
の
教
科
に
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
、
強
い
て
言

え
ば
迷
十
・
文
・
一
最
鎌
・
語
句
の
理
解
と
い
っ
た
点
で
国
語
七
吾
え
よ
う
、
と
い
、
?
王
旨
の
回
答
が
目
立
っ
。
そ
う
し
た
回
答
の
な
か
で
、
端
的
に

示
し
て
い
る
も
の
を
一
例
と
し
て
引
用
し
て
み
る
。

^
引
用
三
^
ど
の
科
目
も
テ
ス
ト
の
問
題
は
日
木
語
の
文
章
で
書
い
て
あ
り
、
ど
の
科
目
に
も
問
題
向
体
の
理
解
を
し
な
け
れ
ぱ
解
け
な
い
も

の
が
あ
る
か
ら
、
文
芳
理
解
力
を
高
め
る
た
め
に
は
訣
等
倫
み
重
ね
が
大
切
だ
と
思
う
。
(
回
答
者
は
階
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
所

属
J

こ
の
よ
う
に
国
語
に
限
定
し
な
い
回
答
が
散
見
さ
れ
る
な
か
、
二
0
 
三
二
年
度
剖
査
に
お
い
て
は
、
英
米
文
学
な
ど
日
本
語
日
本
文
学
以
外
の
、

名
'
の
宙
^
攻
1
に
即
し
た
回
"
^
ロ
カ
ゞ
含
、
ま
れ
る
。
前
回
調
木
^
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
回
"
合
で
あ
り
、
^
例
と
し
て
引
い
て
お
く
。

^
引
用
四
^
大
学
に
入
っ
て
か
ら
英
米
文
学
に
関
す
る
映
画
を
兄
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
な
か
に
は
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
知
識
が
必
要
な

映
画
も
多
い
で
す
。
た
と
え
ば
、
い
き
な
り
ア
ラ
ン
・
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
イ
ン
と
い
う
人
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
と
聞
か
れ
て

も
お
そ
ら
く
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
過
ヂ
及
醗
ん
だ
海
外
の
S
F
小
説
に
出
て
き
た
知
識
が
役
に
立
っ
こ
と
が

多
い
の
で
、
本
読
ん
で
て
ょ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ノ
~
回
答
者
は
英
^
叩
文
化
学
科
列
〒
属
J

用
四
は
、
一
^
白
一
、
活
動
)
、
カ
ゞ
後
年
に
な
っ
て
専
攻
分
野
の
学
習
・
研
究
に
役
立
っ
た
こ
と
を
示
す
回
答
で
あ
る
。
同
時
に
、
読
書
し
て
い
た
当

時
か
ら
学
習
・
研
究
に
役
立
て
ょ
う
点
倫
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
ご
乢
み
取
れ
る
。
「
過
去
に
読
ん
だ
海
外
の
S
F
小
説
」
が
後
々
役
に
立
っ

答
者
は
心
理
・
社
△
希
祉
学
科
所
属
、
括
弧
内
の
語
句
と
脱
字
の
補
充
は
稿
者
に
ょ
る
J
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た
の
で
示
読
ん
で
て
ょ
か
っ
た
」
と
い
う
感
督
至
っ
た
の
で
あ
り
、
予
め
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
知
染
必
要
だ
か
ら
、
学
習
の
た
め
だ
か
ら

海
外
の
S
F
小
説
を
毓
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
。

4

元
来
、
駐
日
活
動
は
「
食
事
や
睡
眠
の
よ
う
に
生
存
に
不
可
欠
な
行
動
で
は
な
く
、
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
あ
る
社
会
文
化
の
中
で
価
値
づ
け

ら
れ
、
歴
史
的
に
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
文
化
的
な
活
動
」
(
秋
田
,
一
九
九
七
年
)
で
あ
り
、
生
存
に
せ
よ
学
力
に
せ
よ
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
不

可
欠
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
認
穫
、
前
回
調
査
で
も
同
様
に
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
読
書
は
、
生
き
て
い
く
た
め
、
あ
る
い
は
、
あ
る
教
科
の
成

績
を
向
上
さ
せ
る
た
め
と
い
っ
た
、
明
確
な
目
的
が
あ
っ
て
行
う
も
の
で
は
な
い
。
噌
好
に
合
っ
た
県
目
を
選
択
し
て
駐
日
す
る
こ
と
は
、
既
に
生

き
る
こ
と
の
一
部
分
で
あ
り
、
人
生
経
験
の
一
端
で
あ
る
。
そ
う
し
玉
択
し
獲
得
し
て
ゆ
く
人
生
経
験
、
あ
る
い
は
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
人
生
経

験
の
う
ち
に
は
、
一
響
を
通
じ
て
得
た
知
識
や
感
動
が
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
無
意
勢
選
択
に
つ
い
て
述
ベ
た
回
答
を
見
て
み
る
。

【
引
用
五
】
私
自
身
、
あ
ま
り
一
審
を
勉
強
に
用
い
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
ま
思
い
出
せ
る
と
す
れ
ば
、
漫
画
で

四
気
釜
叩
を
覚
え
ら
れ
る
本
は
読
ん
で
い
ま
し
た
し
、
役
立
ち
ま
し
た
。
私
の
舟
は
本
屋
さ
ん
で
ず
っ
と
働
い
て
い
る
の
で
、
そ

の
よ
、
つ
な
本
を
た
ま
に
一
貝
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
す
ぐ
に
思
い
出
せ
な
い
だ
け
で
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
よ
う
な
本
を
、

勉
強
し
て
い
る
と
い
う
寵
の
な
い
ま
ま
読
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
(
回
答
者
は
食
生
活
奪
所
属
J

引
用
五
に
お
い
て
、
駐
凹
活
動
は
教
科
学
習
の
よ
う
な
学
力
烹
織
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
学
力
向
上
に
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
私
の
母
は
本
屋
さ
ん
で
ず
っ
と
働
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
本
を
た
ま
に
買
3
 
て
き
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
」
と
い
う
一
文
か
ら
は
、
図
書
を
出
版
あ
る
い
は
販
売
す
る
業
界
及
び
、
鼎
臼
を
購
入
し
て
子
に
渡
す
養
育
名
と
い
っ
た
、

、
つ
し

子
ど
も
に
対
し
て
の
大
人
の
側
か
ら
す
れ
ぱ
、
学
力
を
土
織
し
て
い
る
の
に
述
い
な
い
、
と
い
う
確
信
的
な
推
量
が
う
か
が
え
る
。
「
そ
の
よ
う
な
本
」

と
は
、
「
漫
画
で
四
{
孤
竿
覚
え
ら
れ
る
本
」
の
よ
う
に
、
何
か
を
覚
え
る
た
め
の
本
で
あ
る
し
、
「
本
屋
さ
ん
で
ず
っ
と
働
い
て
い
る
」
業
選

ん
で
買
っ
て
く
る
本
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
、

で
は
、
一
、
響
活
動
と
学
力
は
{
際
に
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
具
休
的
な
デ
ー
タ
に
ょ
る
根
拠
と
し
て
ヌ
子
力
聖
を
活
用
し
た
専
門
的
な
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課
題
分
析
に
関
す
る
調
査
研
究
C
 
読
書
活
動
と
学
力
・
学
習
状
況
の
関
係
に
関
す
る
朋
査
研
究
」
^
静
岡
大
学
)
,
が
あ
る
。
調
査
の
ま
と
め
に
は
、
「
読

書
好
き
で
あ
る
か
ど
う
か
が
教
科
の
学
力
の
様
々
な
契
刀
と
強
い
関
連
を
示
し
、
そ
の
関
係
の
強
固
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
」
と
あ
り
、
読
書
好

き
な
児
童
生
徒
ほ
ど
教
科
の
学
力
が
」
局
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
平
日
の
一
託
凹
時
冏
も
教
科
の
学
力
と
は
関
係
し
て
い
る
が
、
長
時

問
経
誰
必
ず
し
も
学
力
の
高
さ
に
縛
び
つ
か
な
い
。
」
と
あ
り
、
老
索
で
は
「
鼎
臼
館
利
用
頻
度
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
」
と
言
う
。

誥
等
は
、
長
く
や
れ
ぱ
良
い
の
で
な
く
、
短
時
冏
で
も
好
き
だ
と
い
う
積
極
性
を
持
っ
て
質
の
高
い
詰
等
に
取
り
組
む
こ
と
が
学
力
の
高
さ
に
結
び

つ
く
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
子
ど
も
の
一
審
活
動
の
推
進
と
い
う
現
代
的
な
蛾
力
を
受
け
て
、
本
ツ
番
書
課
程
を
通
じ
て
子
ど
も
の
誌
等
活
動
の
器
一
に
つ
い
て
調

査
し
、
そ
倫
果
か
、
勗
書
活
動
の
如
菊
を
考
察
し
た
。
調
査
は
、
二
0
 
一
一
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
が
、
前
回
調
査
の
被
調
査
者
に
所
属
学
科

の
偏
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
過
年
度
調
査
結
果
と
全
学
科
対
象
の
今
回
調
籍
果
と
を
対
照
し
た
。
す
る
と
、
所
属
に
ょ
る
述
い
は
見
出

せ
な
か
っ
た
。

本
学
学
生
の
傾
向
は
、
所
属
に
関
わ
ら
ず
、
就
学
前
に
絵
本
や
本
に
親
し
み
、
県
凹
館
あ
る
い
は
県
同
室
ミ
議
し
始
め
た
の
は
小
学
生
に
な
っ

て
か
ら
で
、
璽
白
好
き
の
傾
向
が
強
い
。
な
お
、
学
力
に
つ
い
て
の
訓
査
を
参
照
す
る
と
、
詰
等
好
き
は
質
の
高
い
詰
等
活
動
を
重
ね
る
な
か
で
、

学
力
向
上
無
び
つ
く
こ
と
が
分
か
っ
た
。
学
力
に
関
す
ゑ
響
活
動
の
如
菊
を
老
察
し
て
ゆ
く
と
、
量
よ
り
質
で
あ
り
、
自
ら
が
選
ん
で
読
む
こ

と
の
重
要
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
一
詔
国
好
き
に
な
る
こ
と
で
、
一
質
の
高
い
毓
書
活
動
が
経
験
で
き
る
。
す
る
と
、

劣
将
来
の
生
き
る
力
に
も
役
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
秋
田
(
一
九
九
七
年
)
の
馨
に
つ
い
て
の
言
は
、
次
の
よ
う
に
熊
て

い
る
。
日
く
「
学
校
教
育
の
中
で
行
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
乳
幼
児
か
ら
老
年
ま
で
の
生
涯
の
あ
ら
ゆ
る
期
間
を
通
じ
て
、
家
庭
で
、
職
場
で
の

四
.
ま
と
め
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日
常
生
活
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
行
為
で
あ
り
、
さ
ま
さ
ま
な
知
識
を
学
ぶ
学
習
の
重
要
な
彬
お
ー
つ
で
あ
る
。
」
と
。
生
涯
の
あ
ら
ゆ
る
期
問
に
、

Π
常
生
活
の
中
で
行
わ
れ
、
深
く
生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
に
結
び
つ
く
一
審
活
動
が
望
ま
れ
る
。

二
.

、
一(
1
)
西
田
晋
、
研
究
紀
要
、
」
条
市
一
蓉
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
課
ぶ
器
)
(
一
九
九
八
年
P
 
1
)

(
2
)
司
轡
は
都
道
」
附
県
や
市
吻
村
の
公
共
図
書
象
ず
で
図
書
館
資
料
の
選
択
、
発
注
及
び
受
け
入
れ
か
ら
、
分
類
、
珂
録
イ
乍
成
、
貸
出
業
務
、
読
険
耒
内
な
ど
を

行
う
ー
ー
ー
門
的
職
員
で
、
司
沓
に
な
る
た
め
の
資
幣
は
本
学
で
単
位
を
復
修
す
る
こ
と
で
佼
町
で
き
る
。

(
3
)
朝
の
読
書
、
禽
譜
俗
血
え
会
一
覧
お
よ
び
「
朝
の
読
き
全
国
誓
W
血
夫
峡
十
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
亘
旦
＼
三
く
三
.
ゆ
'
=
号
.
昂
.
弓
＼
8
ヨ
含
一
＼

=
1
太
,
旦
閉
.
浮
ヨ
一
(
二
0
 
一
三
年
一
一
月
二
八
H
開
覧
)

(
4
)
秋
田
喜
代
美
、
羊
審
の
発
轟
程
、
風
間
*
券
(
一
九
九
七
年
)

(
5
)
靜
恬
大
学
村
ル
功
ほ
力
平
成
一
工
年
度
文
部
獄
子
省
委
託
調
査
研
究
学
力
調
介
を
活
用
し
た
専
刑
的
な
課
典
刀
析
に
関
す
る
訓
査
研
究
C
.
辻
俳
舌
動
と

学
力
,
鴬
内
状
況
の
関
係
に
関
す
る
調
査
研
究
分
析
蛾
告
冉
第
1
部
教
科
の
学
力
に
対
す
る
1
要
因
の
関
係
(
二
9
 
一
年
)

(
ひ
ら
い
・
た
か
し
本
田
需
教
授
)

(
し
た
ら
・
か
お
る
本
学
助
教
)
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